
 
 

未来を生きる子どもたちのために、私たち大人ができること 
校 長  竹谷 浩一 

 学校だより（令和５年５月号）において、「Society5.0 と学校、そして未来の子どもたち」というテー 

マで次の内容に言及しました。概要を再掲します。 
 

 

 

 

 

 

 
 
  

 本校では、令和６年度の重点目標として３点掲げています。①児童が ICT を最大限に活用し、課題発 

見、問題解決、経験、調査、協働がある授業をほぼ毎日行う ②児童個々のよさを踏まえた個別最適な 

学習（学習者が主体的に学ぶ）を展開する ③児童が常に ICT を活用できる環境下で、体験や交流があ 

る活動を取り入れる です。 

 学年によって子どもたちが学校にいる時間は異なり、１日の授業時間は４５分×３～６コマです。教 

科用図書（教科書）にある学習内容の履修が最優先されることから、内容によってはどうアレンジして 

も ICT や協働の時間を十分に確保するのが難しいです。できるだけ子どもたちが情報端末を利活用する 

授業を心掛けますが、ICT スキルを高めるには学校だけではどう考えても厳しいのが現状です。 

 将来、学校から教科書、ノート、黒板が無くなると言われています。高校や大学では授業や課題提出 

等が自分の PCで全て完結する、BYOD（ブリング ユア オウン デバイス）がスタンダードです。 

 そこで保護者の皆さんにお願いがあります。ご家庭でもデバイス（PC、タブレット、スマートフォン

等）を節度を守って積極的に操作する時間を子どもたちに与えてください。学習塾や習い事も大切なの 

は理解しています。しかし、それだけでは未来を生きる子どもたちにとっては不十分だと考えます。 

 また、体験や交流も重要です。誰しも「ひと」とのつながりの中で生きています。ICT のスキルを高め 

ることに加え、クラウド（仮想空間）でもリアル（現実）でも他者とのつながりは必須です。当たり前 

のことですが、元気にあいさつ・返事をすること、お世話になっている人へ感謝の言葉を伝えることが 

できる人になれたら素敵です。周囲からの評価も上がり、自己肯定感も高まります。 

 

ICT スキルと他者とのつながりの両方を手に入れることができたら最強です。本校に通う全ての子ども 

たちにその理想を叶える挑戦権があります。どうか学校と家庭が同じベクトルで共に協力し合いなら、 

子どもたちの未来図を描いていきましょう。手段は無限にありますが、よろしければ子どもたちが家庭 

で過ごす時間で、スタディサプリに取り組んでみてください。余裕がある場合は、いろいろなアプリを 

操作したり、タイピング練習をしたりするのも良いと思います。子どもによっては大人からの意図的な 

仕掛けが必要となるでしょう。どうか御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 もうすぐＧＷですね。それぞれの家庭で計画がきっとあると思います。弾丸日帰り旅行、１泊２日で近場、少し長 

めに遠方・・・。前半はあちこち・後半は家でまったり、ＧＷ明け用食材の買い物程度であとは家でまったりなんてい 

うのもいいかもしれませんね。 

 昨年１２月くらいから、教頭・教務と令和６年度の授業日（行事予定）についての打ち合わせを重ねました。 

何としてもＧＷは１０連休！！を企てましたが、どうしても３０日（火）は動かせませんでした。前半と後半とに分 

かれてしまいますが、この間は子どもたちを家庭にお返しします。ぜひ、有意義にお過ごしください。 

Society5.0（未来社会）」とは、IoT（Internet of Things）や AI（Artificial Intelligence）
等を活用し、便利で快適な暮らしを実現するとともに、社会が抱えているさまざまな課題を解
決しようとする未来社会の姿を意味します。最近ですと、対話型人工知能（AI）「チャット GPT」
というトレンドワードをよく耳にすると思います。 
 国（文部科学省）は、日本が目指すべき未来として、「Society4.0（情報社会）」を土台に「Society5.0」
に向けた教育のアップデートに着手しました。学校に求められるこれからの教育として、IoT や AI
等の先端技術分野に対応する基礎として、ICT の利活用があります。さいたま市教育委員会は、と
にかく児童一人ひとりに貸与された情報端末をフル活用することを推奨しています。加えて、児童
生徒にとって必要な素質として、「多様な人々と協働する力（チームワーク）」「多様な人々を束ねて
率いていく力（リーダーシップ）」「学び続けていく忍耐力」「失敗を恐れずに挑戦する姿勢」「自己
肯定感」を挙げています。 
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【５月の主な行事予定】  】○参 参観ができます 
日 曜 週 予  定  等 

1 水  さいたま市民の日（学校閉庁日） 

2 木  振替休業日 （４月２７日土曜授業日分） 

3 金  憲法記念日 

4 土  みどりの日 

5 日  こどもの日 

6 月  振替休日 

7 火 Ｂ お話朝会 ６年租税教室 

8 水 Ｂ １・３・５年歯科健診 委員会 

9 木 Ｂ 尿検査一次 ５年管弦楽教室 Ｇ・Ｓモジュール 

10 金 Ｂ 離任式 尿検査予備日 耳鼻科アンケート〆切 
11 土   

12 日   

13 月 Ａ 
１年５時間開始 通常５時間 個人面談 

○参 1 年交通安全教室 

14 火 Ａ 
音楽朝会 通常５時間 個人面談  

内科検診１・２・３年・なかよし 

15 水 Ａ クラブ 資源回収 教育相談日 

16 木 Ａ 通常５時間・個人面談 Ｇ・Ｓモジュール  

17 金 Ａ 通常５時間・個人面談 心臓健診１・４年 

18 土   

19 日   

20 月 Ｂ 通常５時間 個人面談 GS モジュール 

21 火 Ｂ 通常５時間 個人面談 歯科健診２・４・６年・なかよし 

22 水 Ｂ ５・６年６時間 教育相談日 

23 木 Ｂ GS モジュール 

24 金 Ｂ ○参 ４年自転車免許 眼科アンケート〆切 

25 土  土曜チャレンジスクール 

26 日   

27 月 Ａ 尿検査２次検査 放課後チャレンジスクール 

28 火 Ａ お話朝会 

29 水 Ａ 委員会 教育相談日  

30 木 Ａ 耳鼻科健診 GS モジュール 

31 金 Ａ  
6/1 土   

2 日   

3 月 Ｂ  

4 火 Ｂ 
委員会紹介集会 ２年南部浄化センター見学 

○参 ５年東京ガス授業 

5 水 Ｂ 眼科検診２・４・６・なかよし ５・６年６時間 

6 木 Ｂ GS モジュール 教育相談日 

7 金 Ｂ  
8 土  土曜チャレンジスクール 

予定は変更することがあります。詳細は学年だより等を御参照ください。 

 ４月２７日（土）  

       １年生を迎える会 
 

 

 

 

 

 

 

全校の児童が体育館に集まって、１年生を迎

える会を行いました。１年生と６年生は、手をつ

ないで入場しました。はじめは緊張していた１年

生も上級生の温かい拍手に少しずつ笑顔が増

えてきました。 

【５月の生活目標】 

きまりを守って生活しよう 
   

 年度当初に配付した「芝川っ子のやくそく」

は、気持ちよく学校生活を送るため、学習や

生活の規律などについてまとめたものです。

学校では、教室に掲示して折に触れて指導し

ています。御家庭でも、持ち物や言葉遣い、

外遊びなど放課後の過ごし方について確認

してください。 
【個人面談】 
 5/13（月）・14（火）、5/16（木）～21（火） 
   

 個人面談は、お子さんについて学校と家庭

が連携し、共通理解のもとに成長をサポート

するためのものです。この機会に御家庭での

お子さんのよいところを教えてください。 
日程表を先日配付しましたので、御確認く

ださい。期間中は全学年通常日課５時間授業

となります。また、教育相談日にはスクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ー、特別支援教育コーディネーター等との相

談もできます。教育相談日は、日によって相

談担当者が異なりますので、詳しくは「教育

相談日のお知らせ」を御覧ください。 
【大型連休中の事故防止】 

大型連休中に事故やけがに遭わないよう

に、御家庭で以下のことについて話題にして

みてください。 
・交通事故の防止 
・川の近くでの事故の防止  
・不審者やＳＮＳトラブル等の対処 等 

【５月１日(水)は、「市民の日」です】 
平成１３年５月１日にさいたま市が誕生

したことを記念して、５月１日を「さいたま

市民の日」としています。市立の学校が休業

日となるほか、さいたま市の施設が入場無料

となったり、様々な催し物が行われたりしま

す。 
 


